
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

  

赤穂市立海洋科学館では、塩づくりを楽しみました。黙ってお話を聞き、４人で協力してかん水(海水を濃くしたもの)を煮詰め塩をつ

くりました。その後、「水撒き体験」「浜引き体験」をし、昔の塩づくりをたっぷり味わうことができました。 

 

✳念願の校外学習に行くことができました！ 

 ９月に予定していた校外学習。緊急事態宣言発令中だったため延期になっていましたが、１０月１４日に行くことができました。 
行先は、「赤穂化成株式会社」「赤穂海浜公園」「赤穂市立海洋科学館塩の国」でした。 
予定では、現在育てている大豆の枝豆を収穫する前に行き、塩について学び、自分たちで塩をつくり、その塩をつけて枝豆を 

食べるはずでしたが、枝豆は１０月７日に収穫してしまいました。計画通りにはいかないものです。しかし、昔と今の塩づくりの 
違いや工場の工夫、働く人々の願いや思いを学んだり、お家の方の愛情弁当を食べたり、遊具で思いっきり遊んだりと、頭も心
も体も満たされた、幸せな一日になりました。 

 

赤穂化成株式会社では、２チームに分かれて、工場内見学と DVD鑑賞で塩のつくり方や赤穂化成の工夫などを学びました。赤穂市

で塩作りが盛んな理由や環境を守りながらお客さんのニーズに合わせた塩づくりを進めておられることがよく分かりました。また、お土

産に、「とまと飴」と赤穂市の学校給食のメニューにもなっている「スタミナ納豆の素」をいただき、うれしかったです。 

 

「お弁当、好きなおかずがたくさん入っているよ。」「デザートにシャインマスカットが入っているよ。」「今日キャラ弁なの。」

「友だちと私の顔のおにぎりなの。」「もうすぐハロウィンだから、お化けのおにぎりが入っているよ。」「枝豆入れてもらったよ。」

等々、満面の笑顔。お弁当の後は、お菓子タイム、遊びタイムを楽しみました。 

 


